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研究内容 

 生化学部では、循環器疾患およびその基盤となる肥満・糖尿病やエネルギー代謝調節

に関与する新規生理活性ペプチドの探索と、同定されたこれらペプチドによる新たな生

体調節機構の解明を推進し、これらペプチドによる未知の情報伝達および生体制御機

構の解明に取り組んでいる。最終的にはペプチド性因子を用いた診断・治療法の開発を

目指した研究を行なっている。 

⚫ 新しい生理活性ペプチドの探索と機能解析 

⚫ 新規ペプチドによる診断・治療法の開発 
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